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　第Ⅰ部　条坊制と条里制
　藤原京の具体的な条坊地割の復原〔1・2章〕、条里と計画道路の関係、平城京条坊とそ
の周辺の条里地割の先後関係を再検討〔3・4章〕。古代官営市の最終形になる平安京東西
市の空間構造を具体的に復原〔5章〕。
　第Ⅱ部　駅伝制と計画道路
　大化前代、倭王権が各地に派遣したミコトモチの交通にはじまり、7世紀における駅
伝制の成立過程、8世紀から 9世紀に至る駅伝馬制度の変化、律令制下から平安期の 11
世紀に至る制度の変遷まで、古代の交通制度を通時代的に論究〔6-8 章〕。
　上つ道の復原や 7世紀代の初期計画道路等の設計規格〔9章〕、街路樹・チマタ・ラン
ドマークで造られる駅路の景観、税の輸送に駆り出された庶民の心性〔10 章〕、東北地
方における駅路体系の変遷にも言及〔11 章〕。
　第Ⅲ部　水上交通と流通経済
　「大化前代」の播磨、出羽・美作などの内陸地域、淀川水系の桴

いかだ

運漕等の事例から河川交通を分析〔12 章〕。遣唐使が用いた「南路」
ルートを具体的に検討し、隋煬帝の大運河の痕跡を日本の地球観測
衛星データによって追究〔13 章〕。
　交易活動の動機・目的に注目して、その実態・類型を抽出すると
ともに、交易者と市を中心とした「多元的／重層的交易圏モデル」
を提起〔14-15 章〕。また貢進主体などを墨書し、国印を押して国家に
貢納された絹等を「墨書押印貢進物」としたうえで、本質的な機能
が貨幣だった点を指摘〔16 章〕。
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序 ―列島古代の社会・国家と隔地間交通―

　第Ⅰ部　条坊制と条里制

第 1章　藤原京と『周礼』王城プラン
第 2章　藤原京の「条坊制」
第 3章　大和国京南路西条里の諸問題
第 4章　平城京条坊と大和国条里
第 5章　平安京東西市の空間構造

　第Ⅱ部　駅伝制と計画道路

第 6章　伝馬制以前 ―ミコトモチの交通―
第 7章　駅伝制の成立過程 ―国家形成期の都鄙間交通―
第 8章　律令制下の駅伝制 ―運用・改革と崩壊―
第 9章　倭王権の道路整備 ―初期計画道路形成史の再検討―
第 10章　日本古代の道路と景観
第 11章　奥羽における駅路体系とその変遷

　第Ⅲ部　水上交通と流通経済

第 12章　山国の河川交通
第 13章　遣唐使の道 ―大運河を中心に―
第 14章　日本古代の交易者 ―目的とその類型―
第 15章　市と交易者 ―交易圏モデルの再検討―
第 16章　古代日本における墨書押印貢進物

巻末付図　日本古代の駅家と幹線道路
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第 13 章　遣唐使の道

443

近
に
存
在
す
る
の
で
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。

　
そ
の
掘
港
庭
に
と
り
あ
え
ず
落
ち
着
い
た
遣
唐
使
一
行

で
あ
る
が
、
揚
州
や
海
陵
県
城
（
江
蘇
省
泰
州
市
）
か
ら

の
迎
え
が
来
な
い
の
で
お
そ
ら
く
は
し
び
れ
を
切
ら
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
十
日
あ
ま
り
過
ぎ
た
七
月
十
四
日
、
大
使

以
下
首
脳
部
が
先
発
隊
と
し
て
海
陵
県
城
に
出
発
す
る
。

こ
の
と
き
、
円
仁
自
身
は
掘
港
庭
に
残
留
し
て
い
る
。

　
三
日
後
、
先
発
隊
の
一
部
が
唐
の
役
人
と
共
に
如
皐
鎮

家
（
江
蘇
省
如
皐
市
）
よ
り
戻
り
、
翌
十
八
日
よ
う
や
く

出
発
の
日
を
む
か
え
る
。な
お
、こ
の
日
の
宿
泊
地
と
な
っ

た
郭
補
村
は
如
東
県
馬
塘
鎮
か
と
い
わ
れ
る
（
２
）が

、
根
拠
等

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
日
の
記
事
に
は
、
水
牛
を
用
い
た
運
河
航
行
シ
ス

テ
ム
と
、
運
河
そ
の
も
の
の
記
述
が
見
ら
れ
る
〔
図
３
〕。

水
牛
を
用
い
た
航
行
シ
ス
テ
ム
は
、
四
〇
数
隻
の
船
を
つ

な
い
で
、
水
牛
二
頭
で
引
っ
張
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
或
い
は
三
艘
を
編
し
て
一
船
と
為
し
、
或
い
は
二
隻
を

編
し
て
一
船
と
為
」
す
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
は
三
隻

掘港庭

海陵県

揚州

新通揚運河

如皐鎮
老通揚運河

図２　長江北岸から揚州へ

２丈
(約６ｍ)

図３　牛を動力とした連船（想像図）

死刑の行われた市（5章）

牛を動力とした連船（想像図・12章）

人工衛星観測データを使った
唐代運河の復原（13章）

【本書の特長】
　① イラストでわかりやすく　150 点にのぼるイラスト・
地図などの図表で、都城や条里・市の復原、道路の変遷や船
の操作方法などをわかりやすく図示。
　②新しい研究手法を積極的に導入　電子地図を用いた国
土座標値の計測やネットワーク分析、人工衛星観測データの
活用など、新しい手法を駆使。古代社会の実像解明に迫る。


